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新国⽴循環器病研究センターの開所にあたり

42年間循環器研究を⾏って参りました藤⽩台から健都（岸
部）に移転し、新たな気持ちで循環器疾患の制圧による国⺠
の幸福のために貢献するには、具体的に実⾏すべきことを考
え遂⾏していかなければならないと考えています。
国⽴研究開発法⼈研究所として、⼼不全による⾝体活動の

制限や、脳⾎管疾患による運動制限による⽣活の質の低下を
防ぐことが喫緊の問題です。創薬のみならず、医療機器の開
発、予防医学、個⼈医療だけではなく組織・社会・地域医療
までを考えた研究所としての取り組みの重要性を認識してい
ます。
⼀⽅で⽇本の基礎科学の推進に果たす役割も当研究所では

担っていくべきと⾃覚しています。⾼齢化に伴い若⼿研究者
も減るなかで、如何にして世界と伍する研究施設としての矜
持を研究者が持ち続けるかが今後のさらなる発展を決めると
思います。新国循には、新たに Open Innovation Center
（OIC）も研究棟内に開設され、病院職員・企業との新たな
交流も展開することが可能となりました。
使命感を持ち、好奇⼼が原動⼒となる研究者が集い、⾃ら

が活性化していると感じられ、⾼い志に基づいた研究を実施
できるような研究所にして参ります。皆さまのご意⾒を頂け
ることが、我ども研究者の認識を⾃分でも評価できることに
なりますので是⾮、新たな共同研究や新研究分野の創成にお
⼒添えいただけますようお願い致します。

次世代の医療・ヘルスケアを実現するためには、世界中に
広がるリソースを活⽤するオープンイノベーションが必須と
なっています。ところが、我が国では研究⼈材の流動性が極
めて低く、オープンイノベーションを実現するためには、知
識を持った⼈が組織を移動するのでなく集まるような情報拠
点、知識を持った⼈が外部で集まって製品化できるような開
発拠点を整備することが必須です。そこで、新国循ではOIC
を設置し、必要な知識が結集し、リソースを活⽤できる仕組
みを構築しました。
具体的には、産学連携を強⼒に推進するため、OIC内に

「産学連携本部」を新設しました。また、バイオリソース、
臨床データ等を活⽤した研究開発イノベーションの場となる
よう、「バイオバンク」、「情報利⽤促進部」、「創薬オ
ミックス解析センター」をOICに編⼊しています。教育推進
部に設置された先端的治療機器の訓練のための「トレーニン
グセンター」は、外部の⽅の利⽤も可能です。さらに、
「オープンイノベーションラボ」を整備し、多くの企業等と
の共同研究を“⼀つ屋根の下に”展開して参ります。また、
「サイエンスカフェ」を整備・運営し、セミナー等の開催を
通じて、研究者同⼠の交流を加速させて参ります。これらの
活動を通じて、オープンイノベーションで⾰新的医療・医療
技術を実現したいと考えておりますので、お⼒添えいただけ
ますようお願い致します。
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分⼦⽣物学部［基礎医科学部⾨ エリア601］

循環器疾患の遺伝的背景を解明するための研究を⾏っています。希少疾患である遺伝性不整
脈や特発性⼼筋症の原因となる遺伝⼦変異を同定し、遺伝⼦変異の機能解析を通じて疾患発
症メカニズムを解明します。また⽣活習慣病などの発症や予後に影響を与える遺伝⼦多型を
調べています。これらの研究を通じて、個⼈の遺伝学的背景に基づいた医療、precision
medicineの実践を⽬指しています。さらにCRISPR-Cas9システムをはじめとする遺伝⼦改変
法を⽤いた遺伝⼦組換え動物の作製⽀援や、発⽣⼯学技術の向上を⽬的に⽣殖⽣物学研究も
⾏っています。

chr14: 23390037-23419824 deletion

l CRISPR-Cas9システムを
⽤いた遺伝⼦改変技術

l Long read sequencerである Nanopore, 
GridIon を⽤いて同定したゲノム構造異常



分⼦⽣理部［基礎医科学部⾨ エリア602］

l 分⼦⽣物学的⼿法による⼼⾎管系細胞の
シグナル伝達機構と疾患メカニズムの解明

⾎管形成機構の３次元解析胎⽣期⼼臓形態形成機構の解析 シグナル伝達機構のオミクス解析

RNA-sequencing
Control cKO

Phosphoproteomics

Cluster A

Cluster C

Cluster B

Up
Phosphorylation

Down

l 遺伝⼦導⼊・⽋損・編集を⽤いた循環器疾患
の⽣体モデル作成と治療法開発への応⽤

細胞分化・増殖・移動などの組み合わせによって複数の起源を有する前駆細胞から⼼臓・⾎管
系が形成され、多様な成熟細胞群が協調して循環器系として働く分⼦機構は⾮常に複雑であ
り、その破綻は先天性⼼疾患・遺伝性⾎管病・成⼈循環器疾患の原因となります。分⼦⽣理部
では、ヒト疾患に関与するシグナル伝達系において働く転写調節因⼦・機能分⼦を同定し、遺
伝⼦組換え動物モデル、細胞⽣物学・分⼦⽣物学的⼿法、オミクス・網羅的解析技術などを⽤
いた先進的研究によって、それらの病態⽣理的意義を明らかにすることを⽬標としています。



⽣化学部［基礎医科学部⾨ エリア603］

循環器疾患およびその基盤となる肥満・糖尿病やエネルギー代謝調節に関与する新規⽣理活
性ペプチドの探索と、同定されたこれらペプチドによる新たな⽣体調節機構の解明を推進し、
これらペプチドによる未知の情報伝達および⽣体制御機構の解明に取り組んでいます。最終
的にはペプチド性因⼦を⽤いた診断・治療法の開発を⽬指した研究を⾏っています。

l新しい⽣理活性ペプチドの探索と機能解析
l新規ペプチドによる診断・治療法の開発

⽣理活性ペプチド

ペプチドの探索 機能解析 臨床応⽤
NURP

Neuromedin U / S
Ghrelin ANP・BNP・CNP



分⼦薬理部［基礎医科学部⾨ エリア604］

タンパク質の構造と機能は⽣命現象の鍵であり、その異常、破綻がヒトの疾患の原因となり
ます。その理解のためには、タンパク質ごとに異なる性質にあわせて地道な実験を積み重ね、
その本質を解き明かさなければいけません。分⼦薬理部では循環器疾患の制圧のため、治療
標的分⼦の探索、その機能と疾患における破綻を、⽣化学、薬理学、遺伝学、分⼦⽣物学、
構造⽣物学、計算化学などさまざま⼿法を駆使して解き明かし、新規治療法の創出を⽬指し
ています。
lミトコンドリアエネルギー産⽣機構の鍵、
チトクロムCオキシダーゼの活性調節メカ
ニズムの解明と構造創薬研究

l脳動脈瘤破裂によるくも膜下出⾎を予防す
るための新規の診断法・治療法の創出

n 独⾃にチトクロムCオキシダーゼの活性調節剤を開発
n 結合部位をX線結晶構造解析により同定
n 複合体構造からメカニズムの解明と構造創薬へ展開

さらに脳動脈瘤の⾃然破裂によりクモ膜下出⾎を発症する
モデルラットを開発、病態形成機構の解明とその知⾒に基
づく新規の診断法・治療法創出を⽬指す。



細胞⽣物学部［基礎医科学部⾨ エリア605］

循環臓器の発⽣過程と機能低下を分⼦細胞⽣物学的に解明することで、循環器疾患の情報伝
達系への介⼊による治療法の開発を⽬指しています。⼼臓・⾎管の構築は、遺伝⼦によって
決められた過程と発⽣に伴う環境に依存します。また、個体は、加齢や環境変化により影響
をうけて機能低下に⾄ります。器官の形態と情報伝達の両者を同時イメージングすることに
より、臓器形成・機能低下のメカニズムの解明により、⽼化速度抑制・健康維持の分⼦機構
の解明も⽬指しています。
l 遺伝⼦改変循環器可視化ゼブラフィッシュ

を⽤いた循環器発⽣再⽣研究
lゼブラフィッシュを⽤いた薬剤の循環臓器

への効果の定量的検討

l ⾎管と⽼化に関する分⼦機構の解明
［AMED-CiCLE 事業］

l ⾎管型・混合型認知症の病態解明［JST］

ゼブラフィッシュ
⼼臓の可視化
（形態観察と

機能イメージング）



分⼦病態部［病態医科学部⾨ エリア501］

⾎液は持続的な流動性と迅速な凝固反応という相反する機能を両⽴しており、そのバランス
が崩れると異常出⾎や病的⾎栓につながります。私達は出⾎症や⾎栓症と関連する循環器疾
患の克服に向けて、⾎漿タンパク質や⾎⼩板、⾎管内⽪細胞等を対象とし、分⼦レベルから
個体レベルまで幅広い⼿法で研究を進めています。新しい診断法の開発など、基礎研究の成
果を臨床医学に実⽤化させることにも注⼒しています。

l ⾎液凝固を基礎⽣物学の視点から研究する
国内では数少ないラボの⼀つ

l ⾎液凝固異常症患者の遺伝⼦解析と、同定
した遺伝⼦異常の構造･機能解析

l臨床現場での実⽤化につながる新しい⾎液
学的検査法の開発

l⼩胞体ストレスや⼩胞体関連分解に関わる
因⼦の遺伝⼦改変マウスの解析

Protein analysis Cell analysisGene analysis Animal analysis New assays



⼼臓⽣理機能部［病態医科学部⾨ エリア502］

⻑期にわたるインスリン抵抗性の状態は、⼼臓や、それと相互に依存する肺や腎臓のすべて
の細胞に悪影響を及ぼし、最終的には不可逆的な機能不全を引き起こします。
我々は、ライフコースにおける⾼⾎圧、肥満、早期⽼化、⼼筋症など様々な疾患について、

⼼肺機能障害や腎機能障害の原因となる代謝異常に着⽬し、それら疾患に共通する、または
固有のメカニズムを解明することを⽬的としています。また、⽇常的な運動や新規治療薬を
含めた新たな介⼊法が、代謝性⼼疾患の発症を予防したり改善したりできるかどうか調べて
います。

シンクロトロン放射光イメージングなど多くの最新技術を取り⼊れ、⽣体まるごとから細
胞・分⼦レベルまでを網羅的に扱った研究を⾏っています。

l シンクロトロン放射光イメージングを⽤いた⼼筋機能・⾎管機能評価
l交感神経活動測定に基づいた⼼機能解析による病態解明
l ⼼筋細胞収縮・拡張機能のハイスループットスクリーニング

ラット⼼筋細胞の収縮・拡張能評価⼩動物の運動トレーニング In situ⼼筋のX線散乱解析



病態代謝部［病態医科学部⾨ エリア503］

私たちは、循環器疾患を引き起こす脂質異常症の成り⽴ちや動脈硬化症が起こるメカニズム
を明らかにすること、動脈硬化症の予防や治療につながる新しい⽅法を開発することを⽬的
として、基礎研究、臨床研究、トランスレーショナルリサーチ（基礎研究と臨床研究の橋渡
し）を⾏っています。
l家族性⾼コレステロール⾎症の原因や病態

に関わる遺伝⼦の解析
l家族性⾼コレステロール⾎症の診断基準や
ガイドライン作成

l脂質異常症難病に対する核酸医薬を⽤いた
新しい治療法の開発

l HDLの「機能」や「質」を評価し、新しい
動脈硬化の治療法の開発につなげる研究

核酸医薬の開発

家族性高コレステロール血症の診断・診療

脂質研究
(e.g. コレステロール, 

トリグリセリド)脂質研究に基づく
アテローム性動脈硬化症の
新しい治療法の開発

VLDL

LDL

HDL

e.g. ゲノム解析
AGCTCCGAT
TCGAGGCTA

重要なのは
量より質



病態ゲノム医学部［病態医科学部⾨ エリア504］

循環器疾患の発症原因を遺伝学的に解明することで、個々⼈の遺伝情報に基づく精密化医療
の実現を⽬指しています。循環器疾患の発症リスクとして、遺伝要因が存在しています。ヒ
トの全ゲノム情報を遺伝統計学・統計学・情報科学的に解析し、疾患の原因遺伝⼦の同定や
発症予測モデルの構築を⾏っています。ゲノムだけではなく、メタボロームなどのオミック
ス情報による循環器疾患の解明も⽬指しています。

l ヒトの網羅的遺伝情報による循環器疾患の
ゲノム研究

l情報科学的⼿法による循環器疾患の発症メ
カニズム解明

l ゲノム・メタボロームによる循環器疾患の
発症予後予測［AMED-GRIFIN 事業］

次世代シーケンサーによる全ゲノム解析結果
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観測⽣データ

Chromosomal Position

独⾃解析プログラム
適応後

Chromosomal Position

遺伝⼦重複の同定



⾎管⽣理学部［病態医科学部⾨ エリア505］

循環器疾患、特に肺⾼⾎圧症や⾼安動脈炎のような難治性の⾎管病でどのように病気が発症
するかを、炎症性シグナルに焦点を当てて分⼦⽣物学・⽣理学・免疫学的⼿法を統合的に⽤
いて研究を進めています。⾎管の炎症が遷延化して病気に⾄る分⼦メカニズムを解明して、
循環器疾患の新しい診断法・治療法の開発に繋げます。

l ⾎管炎症から⾎管病発症に⾄る過程を、
患者検体とモデル動物を駆使して解明する
網羅的・統合的な研究

l肺⾼⾎圧症をおこす分⼦機構の解明から
新しい診断法、治療法の開発に繋げる

l⾼安動脈炎において抗IL-6受容体抗体を
臨床試験・治験から薬事承認まで発展

l 循環器疾患における⾎液細胞の役割の解析
l ⾎管系が造⾎恒常性を維持する機構の解明

Ahr+/+

Ahr−/−

⾎管病患者における
腸内細菌叢の網羅的解析

重症肺⾼⾎圧モデルラットの
⾎管病変と肺動脈圧上昇

マウス⾻髄の
⾎管構造の可視化

マウス免疫細胞の
FACS解析



⼈⼯臓器部［先進医⼯学部⾨ エリア401］

ECMOシステム、補助⼈⼯⼼臓などの重症循環/呼吸不全患者の救命に⽤いられる循環/呼吸
補助デバイスの開発、ならびに⼈⼯臓器の使⽤が⽣体に与える影響とその制御法の研究を
⾏っています。より⾼いQOLの実現、広範囲の治療に貢献できる優れた⼈⼯臓器の実⽤化を
めざして医⼯連携・産学連携体制の下で研究開発を進めています。機器本体の開発に加えて、
⼈⼯臓器の性能試験に必要な装置の開発も⾏っています。

模擬循環耐久試験装置
人工臓器の性能試験用装置の開発

ポンプ

モータ

駆動装置

超小型遠心ポンプ
非接触回転方式で高耐久性ポンプの

遠心型血液ポンプ

超小型ECMOシステム
超小型駆動装置に高機能ECMO回路を搭載

ポンプ

人工肺



循環動態制御部［先進医⼯学部⾨ エリア402］

臨床現場での循環器病診療の最適化・⾼度化・精密化（⽣理学的測定に基づくプレシジョン
メディスン）の実現のため、循環器系の臓器そのものの機能を記述する研究、臓器機能間を
個体全体として統合・制御するための循環調節系の研究、これらに⼈⼯的に介⼊するための
医療機器の開発、種々の医療機器の精密な⽣理学的測定による評価検証（多数の企業との共
同研究）を⾏っている。



再⽣医療部［先進医⼯学部⾨ エリア403］

⾼い再⽣能を持つゼブラフィッシュと、再⽣不能なマウスを⽤いて⼼筋再⽣を誘導・阻害す
る分⼦機構を解明し、重症⼼疾患に対する新たな⼼臓再⽣療法の開発を⽬指します。最近で
は転写因⼦Klf1が成熟⼼筋細胞の脱分化・増殖誘導に中⼼的な機能を果たすことを明らかに
しました。遺伝⼦改変ゼブラフィッシュを駆使することで新たな再⽣制御遺伝⼦を同定し、
その働きをマウスの⼼臓で確かめることで、最終的には⾃⼰の⼼筋から直接再⽣を誘導する
新しい再⽣医療の開発を⽬指します。

l 遺伝⼦改変ゼブラフィッシュを⽤いた⼼臓
再⽣を制御する新規細胞機序および再⽣因
⼦の同定とその遺伝学的機能解析

l再⽣可能なゼブラフィッシュ⼼臓と再⽣不
能な成体マウス⼼臓の⽐較機能解析

l 遺伝⼦改変マウスを⽤いた新規⼼臓再⽣因
⼦の機能解析および治療効果の検討

Klf1による⼼筋新⽣誘導

Klf1なし Klf1あり

筋収縮構造(サルコメア) 心筋細胞核

Klf1によるクロマチン構造変化 Klf1が制御する遺伝⼦制御ネットワーク



⽣体医⼯学部［先進医⼯学部⾨ エリア404］

材料⼯学的および⽣物⼯学的⼿法により、さまざまなメディカルデバイス・医療機器・再⽣
医療⽤スキャホールド・分⼦イメージング技術・創薬システムなどの設計開発を⾏っている。
⽇本発の新たな概念や戦略を提案するとともに、その⾮臨床POCを⼤動物実験で検証し、国
内外の企業や医療機関と協⼒してファーストインヒューマン実施、そして、製品化につなげ
ることを⽬標としている。

l内径2mmの脱細胞化⼈⼯⾎管の開存化に成
功し、臨床化に向けて準備中（AMED-Sイ
ノベ事業）[A]

l ⾎中病因物質除去システム (DNCS) の⾮臨
床POCの構築 [B]

l脳微⼩⾎管の撮像を可能にするMRI造影剤
の開発 [C]

l京都⼤学と共同で静⽔圧による腫瘍治療装
置を開発・臨床研究実施中（AMED-⾰新的
がん研究事業）[D]

l 移植された細胞の分布だけでなく⽣存率も
可視化できるMRIシステムを開発 [E]

l東京⼤学と共同で ワーファリンフリー⾼分
⼦機械弁を研究 [F]

[A]

[C]

[E] [F][B]

[D]



先端医療技術開発部［先進医⼯学部⾨ エリア406］

MRIやCTなどの画像診断機器の発展は医療における医⽤画像の利⽤を⾶躍的に増加させ、今
や医療において⽋かせない診断技術となっています。我々は30cmボアを有する超⾼磁場7T-
MRIを前臨床・基礎研究に積極的に利⽤し、疾患モデルや遺伝⼦改変モデル動物の病態解明
を進めています。本装置ではマウスからラット、ウサギから⼩型の霊⻑類までの測定が可能
です。また、これらの撮影技術の開発や評価を⾏うことで、基礎から臨床をつなぐ橋渡し研
究を画像診断技術の⾯から推し進めています。
l超⾼磁場7T-MRIを⽤いた前臨床･基礎研究
l超⾼磁場7T-MRIによる新規イメージ

l超⾼磁場7T-MRIを⽤いた⼼疾患モデル評価
l超⾼磁場7T-MRIを⽤いた脳⾎管障害モデル
評価

ラット脳虚⾎拡散強調画像

マウス⼼臓 Cine画像

ラット腎臓 T2強調画像



予防医学･疫学情報部［研究推進⽀援部⾨ エリア507］

我が国では循環器病による死亡率は減少傾向になってきていますが、循環器病の発症数は⾼
齢化に伴い増加傾向にあります。循環器病の対策を⽴てるにあたっては循環器病のリスクを
解明することが必要であり、予防医学・疫学情報部は、循環器に関する疫学研究や⼈⼯知能
応⽤を中⼼とした情報科学研究を⾏い、健康寿命の増進に資する知⾒を蓄積していくことを
⽬指しています。

l IBMワトソンなど電⼦カルテに対する⾃然
⾔語処理などを利⽤したデータマインニン
グ（内閣府AIホスピタル事業に参画）

l 機械学習、深層学習などの⼿法による循環
器病の予後予測、動脈瘤、不安定プラーク
などの画像診断に関するAI応⽤（フィリプ
スNCVCプロジェクトなど）

l J-ASPECT研究、JROAD研究、ウツタイン
研究など全国規模の循環器データベースを
⽤いた研究

l 関⻄エリア１千万⼈のデータによる熱中症
発症の予測モデル (環境環境研究総合推進
費）

l AIによる機器分離技術を⽤いた認知症患者
の⾒守り技術開発（東京電⼒）



研究推進⽀援部［研究推進⽀援部⾨ エリア405, 406］

研究企画調整室・動物実験管理室・研究情報基盤管理室・研究安全管理室・脂質基準分析室
からなり、研究の信頼性向上・研究活動推進を⽬指しています。特に実験動物施設において
は、臨床応⽤に向けた研究が推進できるように⼤型動物へ対応した広い飼育室や実験室が整
備されています。より良い環境下で飼養された実験動物からは信頼性・再現性の⾼い結果が
得られることが期待されます。周辺環境への汚染防⽌に対する配慮も忘れていません。

lペア飼育可能な⼤型動物飼育エリア l IVC(個別換気システム)による飼育エリア



医学倫理研究部［研究推進⽀援部⾨ エリア203］

臨床研究及び診療等における倫理性の確保と向上のため、医学・医療の中で直⾯する様々な
倫理的課題について、研究・教育・実践の三⽅⾯から取り組んでいます。研究倫理と臨床倫
理に関する学術研究の他、センター内外に向けて研修やコンサルテーションを⾏っています。

l 医学研究の倫理的・法的・社会政策的課題
の研究：臨床試験、バイオバンク、研究同
意、研究公正など

l臨床倫理、⽣命倫理の課題の研究
l倫理教育、倫理コンサルテーションの⽅法論、
教材開発
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創薬オミックス解析センター［OIC エリア301］

l致死性不整脈の遺伝的リスクの
解明をめざす国際共同研究

l意義不明の遺伝的バリアント（VUS)の
ハイスループット機能評価法の開発

l拡張型⼼筋症のオミックス解析
l ⼼不全のエピジェネティック解析
l脳動脈瘤のオミックス解析

患者の⾎液や組織を⽤いて、循環器疾患の基盤となる⽣体分⼦の異常や変動を網羅的に解析
します。ゲノム・転写物・タンパクのみならず、エピゲノム・⽣体機能も含めた多階層の網
羅的解析（マルチオミックス解析）アプローチで循環器病の未知の分⼦病態を解明し、新た
な診断法・治療法・予防法の開発を⽬指します。



バイオバンク［OIC エリア305］

バイオバンクの趣旨に同意された患者さまの⽣体試料や臨床情報を独⾃のシステムで匿名化
し、セキュリティ管理された部署で厳重に保管しています。倫理指針に従って、研究倫理審
査承認後、研究者は臨床検体を研究に利⽤できます。臨床研究の基盤となるヒト試料の利活
⽤を促進する「国循バイオバンク」です。

l 循環器病（⼼⾎管疾患、脳⾎管疾患、代謝
疾患）の⾎液、組織およびそれらに付随す
る医療情報を保存し、医学研究に活⽤でき
ます

lアカデミアおよび企業には国循との共同研
究契約後に試料を提供しています

l国循バイオバンクの試料は国循外からでも
ナショナルセンターバイオバンクネット
ワーク（NCBN）カタログデータベース
http://ncbiobank.org/database/index.php
から検索できます。他のナショナルセン
ターバイオバンクも同様に検索できます

l国循バイオバンク
http://www.ncvc.go.jp/biobank/index.html

バイオバンク冷凍庫室
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産学連携本部［OIC エリア201］

⾰新的な医療技術の実現と普及には企業・⼤学等との連携が必須なので、産学連携本部では
最先端の医療に直結した臨床ニーズと逐次アップデートされる研究成果にもとづく技術シー
ズをさらに展開し、企業・⼤学等とのアライアンスを活かしつつ次世代の医療機器、医薬品、
ヘルスケア事業の創出へとつなげることを⽬指しています。

l臨床現場から得られた課題解決策や研究活
動から得られた成果を知的財産として適正
に保護する

l新しい医療・ヘルスケアとして社会に適切
に還元されるよう事業化を促し、循環器病
の究明と制圧に資する産学連携を進める

ニーズの探索と
シーズマッチング

知財の権利化
ライセンス化

⾮臨床試験・
臨床研究 治験/

薬事申請 製品化共同研究・
受託研究開始

（医師主導治験）

患者さんのために

企業・⼤学等と
の連携が必須

ヘルスケア
サービス創出

創薬

医療機器開発



教育推進部［OIC エリア204］

教育推進部では、OICトレーニングセンターと連動して、初期の医療技術の習得ができる基
本的なトレーニング機器から、実際の循環器診療の現場で使われる、最新かつ⾼度な医療機
器の操作が模擬研修できる設備と教育体制を提供しています。同時に、各種研修会および臨
床研究セミナーの開催、医師の特定臨床研究の管理、看護師の特定⾏為研修の管理および運
営、なども担当しています。

l OICトレーニングセンターは、⽇本唯⼀の
循環器診療に特化したトレーニング施設と
して、⾼度なシミュレーション機器を多数
備えています

l将来の循環器医療の質の向上を⾒据え、新
しい医療機器の提案および開発も⽬指して
います



情報利⽤促進部［OIC エリア206］

循環器病の実態を正確に把握し、実態に則した循環器病対策を⽴案することを⽬指します。
・全国の循環器病の情報を収集し、罹患等の情報を正確に把握する。
・収集した情報から循環器病の診療が適正に⾏われることに貢献する。
・循環器病の将来の動向を予測した政策提⾔や診療ガイドライン作成に貢献する。
・循環器病診療の改善に資する研究やイノベーションに貢献する。

l我が国最⼤規模の循環器病レセプト・DPC
データ：JROAD/JROAD-DPC研究

l 学会と連携した⼤規模レジストリ研究の構
築、運⽤、推進

l⾃治体保有情報を有効活⽤し、疾病発症率
推定、リスク要因同定を⽬指す研究

l国際標準の症例登録システムを⽤いた国際
共同研究

⽇本循環器学会
循環器専⾨医研修・研修関連施設

研究事務局・
データセンター

JROAD/JROAD-DPC
DPC/レセプトデータ 全国規模のレジストリ

1,534施設


